
「星」本選作品講評

１　地上の星   9位   2光年

　天に星、地にホタル。星と星の競演。
　レイアウトもきれいで、さらりと幻想的な光景を見せて、と
てもここちよい今週の表紙作品でした。

２　ぷらねっとおぶじあーす   5位   5光年

　かわいらしさとカチカチの科学文体の対比を楽しみつつ、ひ
とつひとつのイベントがきれいにシンクロして、わけて、く
しゃみによる生命誕生にニヤリでした。ぼーるの行く末やいか
に？
イチオシフレーズ：「きんがぼーるについている」

３　キラメキ戦士スター☆マン   4位   6光年

　一場の喜劇。コミカルに演出して、特にラストのどんでん返
しが効いています。
　どっちが正常で、どっちが変態か、なんて、いともカンタン
にひっくり返ってしまうものなのさ、という人生哲学の開陳と
読んでみたのですが、ちがうのか？
イチオシフレーズ：「スター☆マン、参上！」×３　「必殺！
　スター☆マンビーム！」でイチオシフレーズ大賞の連続受賞
となりました。ぱちぱちぱち。

４　ある信者の話   5位   5光年

　星占いに絡め取られた人生の哀切。たんたんとした筆致のお
かげで、かえって行間から姉（だったんだ！）の妹へ寄せる思
いがあふれ出してくる感があって、ラストの墓石でずしりと来
ます。
　ストーリーテラーさん面目躍如のアレイズ復活おめでとう。
イチオシフレーズ：「縁起のいい～～花を供えた。」

５　帛琉   9位   2光年

　読めそうにないタイトルって不親切だなあ。ふりがな下さい
「パラオ」って。
　おなじみウンチクコラムニストさん登場なのですけれど、今
回はバランスが悪い感。国旗における天体観測がパラオトーク
にシフトしたかと思ったら、ラストは世界平和でちょっと強引
にシメ。盛りだくさんな詰め合わせだけれど、やはりぴしりと



筋の通った主張が欲しいです。

６　星の記憶   8位   4光年

　ここぞ！　と壮大なストーリーのすべてを圧縮して叩きこん
だ趣。
　濃厚です。１行１行の背後に激しいドラマが感じられます。
　ただ時代設定があいまいで、イメージとして具体化しにく
い。砂塵とあるので、いちおう古代中国テイストで読んでみた
のですが、そうですかガンダムですか。

７　鋼鉄男爵伝説   3位   8つ星レストラン

　わはははは。突飛な設定に爆笑。ハッピーエンドでハッピー
ハッピー。
　とりわけ、星が男爵に降り注ぐクライマックスシーンの鮮や
かさがすてきです。作者さん自身が驚いておられましたが、と
にかくおもしろかった！　というみんなのキモチがこの順位に
なったのだと思います。

８　farewell star   2位   9つ星レストラン

　４と対比すると、また興味深く読めます。ともにみごとなス
トーリー展開ながら、あちらは兄、じゃない姉から見た視線で
たんたんと、に対し、こちらは一人称でぶちまけられる野球人
生の哀切と、語る〈温度〉が全く異なります。
　一人称トークだから、「なあ、こんなに白球があるのに、ど
うして・・・」といった熱く語られる慟哭が読者の胸中でスト
レートに炸裂するのでしょう。
　ときに「彼女」＝姉、と読んだのですが？

９　間違い   5位   5光年

　そんなソコツなタコ宇宙人。
　これは、サンプル一つでモノゴトを決めちゃあいけません
ぜ、という理系的メッセージと読んじゃ……いけないのか。さ
らっと書き流したようでいて、けっこう票が来て、よかったよ
かったの新人コラムニストさんでした。
イチオシフレーズ：「打ちました　←銃で撲るな！」「うらめ
しや～、うらめしや～」

１０　星に願いを   1位   14星ホテル

　レイアウトで作者バレしますよ。
　猫、ずるい、猫。動物モノで読者の涙腺直撃です。最終段落
なんて、涙で文字がかすんで読めません・・・
　ずっと一人称トークなので、二箇所ある客観描写が邪魔な感



があったのですが、どうでしょう。

　いずれにせよ、作者バレものともせずの圧勝首位、おめで
とう!!
イチオシフレーズ：「にゃーん」

惜しい１　"Marionette"

　星空のマリオネット。抗いのようのない運命。きちっと哲学
を背骨としたストーリー展開なのですが、けっきょく一馬の抵
抗なんか空しいのさとくくるのか、いや、と展開するのか、作
者さんのスタンスをもっと明快に見せたかったところ。

惜しい２　職場：星の海　年収:不定

　硬質な文体で宇宙海賊。熱光学迷彩とか、こまかにはめこま
れた細部に支えられて臨場感ゆたかに中尉の思いが伝わってき
ます。ボン・ボヤージュと送り出したい今週の読み納めでし
た。






